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H-∑Ec(n-ng)2ln)(車 ∑ 号 (eiTLRln)(n･ll+e-乞7LRln･1)(nl) (22)n n
で与えられる.ここで､回 は2つの超伝導電極の中にあるCooper-pairの数の差n-nL-nRが
n個である状態､TLRは2つの超伝導電極の巨視的な位相の差､7LR-4,L-4,Rを示している｡ng




まずEc≫ EJのときは､Eq･(22)の右辺第 1項 (帯電エネルギー)が大きくて､-1<n-ng≦1
のnの状態以外はすべて高いエネルギーとなって現象に関与しないので､Eq.(22)は
H- ∑ Ec'n-ng'2En'〈n'-nS 1号(etTLRln'(n･ll+e~iTLREn+1''nl)n-0,i
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H-普(芸)2.q2. ･ 箸 (芸)2(.q･一堵 )2
-2EJCOShq+/21cosl(To+27Tf)/21
-:_汁 _IT -%2-EJOCOSlToト Zs (68)
すでに述べたように基本的には電荷qubitなのだが､このHamiltonianからすぐにはそうはわか
らない.位相7g+ではなく正準共役なCooper-pair数 n+を用いて､















































































































































Jz一 回 2-JbJ2-2回2-1 (81)
であるときの位置にくることがわかる｡(ただし､qubitが高速な運動をしていないときに限る)
これはqubitの重ね合わせ状態に対するo･Zの量子力学的期待値 (4,qubit困 4,qubit)とたまた草一
致している.それゆえ､Iswの分布は平均をとる前から､まるで(Zsw)であるような形をしていたの
だと解釈することができる｡
6 最後に
微小Josephson接合を含む超伝導回路から構成される超伝導量子ビットは､電荷と位相という常に
2種類の自由度をもつ点でさまざまな顔を見せてくれる｡特に､これから複数量子ビットの系を実
現していく過程では､予想もつかないようなアイデアが現れ､さまざまな展開をこれから見せてい
くことだろうと期待される｡また､超伝導量子ビットの実験は､上で見てきたように ｢測定｣とい
うものについていろいろ考えさせられるとともに､理論と実験とを突き合わせながら考察がすすめ
られる段階に入ってきた｡
そもそも量子ビットや量子計算機の研究における興味には ｢量子力学｣そのものに対する憧れの
ようなものが背景にあるような気がする｡そんな憧れがテクノロジーと利益を共にする希有な研究
対象である ｢量子コンピュータ｣｡こんな時代に研究をやっていてよかった､と思えるように精進し
たい｡
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